核医学放射線技師研修カリキュラム
Ⅰ．一般目標（GIO）
核医学に不安を感じている患者や家族に精神的支援をする核医学コンシェルジュの実践と
診療行為に対して、核医学の特長を生かした技術的支援をする技能を修得する。
Ⅱ．行動目標（SBOs）
　１．患者や家族に核医学検査や治療の安全性を説明できる（知・態）
　２．患者や家族に核医学検査や治療の副作用を説明できる（知・態）
　３．外国人患者に対しても不安を感じさせないコミュニケーションが取れる（知・態）
　４．核医学診療に必要な関係法規を理解、遵守できる（知・技）
　５．核医学に必要な放射線物理を理解、応用できる（知・技）
　６．核医学に必要な統計学を理解、応用できる（知・技）
　７．核医学に必要な放射線計測を理解、応用できる（知・技）
　８．放射性物質の安全管理を理解、施行できる（知・技）
　９．放射性核種の製造法を理解している（知）
１０．放射性医薬品の製造法や保存を理解、施行できる（知・技）
１１．標識化合物の保存や標識法を理解、施行できる（知・技）
１２．インビボ（体内）検査の原理、医薬品､適応を理解している（知）
１３．インビトロ（体外）検査の原理、医薬品､適応を理解している（知）
１４．核医学治療の原理、医薬品、適応を理解している（知）
１５．ガンマカメラの原理を理解して高度な診断情報を得る方法を理解している（知・技）
１６．ポジトロンカメラの原理を理解して高度な診断情報を得る方法を理解している（知・技）
１７．核医学データ処理装置を理解して解析処理ソフトウェアの利用や開発ができる（知・技）
１８．いろいろな原因で発生する画像アーチファクトの指摘や対策ができる（知・技）
１９．試料測定装置や放射能測定装置の種類を理解して目的に合った利用ができる（知・技）
２０．核医学デジタル画像の基礎を理解し、診断目的に合った表現ができる（知・技）
２１．核医学での各種定量法の種類を理解して診断目的に合った表現ができる（知・技）
２２．核医学画像の限界を理解し、各種再構成法や補正法を駆使できる（知・技）
２３．ガンマカメラの性能評価と保守管理の方法を理解、施行できる（知・技）
２４．ポジトロンカメラの性能評価と保守管理の方法を理解、施行できる（知・技）
２５．核医学検査の前処置を依頼医師、患者、患者家族に分かり易く説明できる（知・態）
２６．脳神経系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
２７．内分泌系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
２８．呼吸器系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
２９．循環器系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３０．消化器系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３１．泌尿器系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３２．骨系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３３．血液造血器系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３４．腫瘍系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３５．炎症系の医薬品、投与法、収集法、画像処理法を理解、施行できる（知・技・態）
３６．核医学検査の複数オーダーに対して即座に検査順位の決定ができる（知・技）
３７．バセドウ病治療の医薬品、投与法、投与量算出法を理解、施行できる（知・技）
３８．甲状腺癌治療の医薬品、投与法、投与量算出法を理解、施行できる（知・技）
３９．骨転移疼痛緩和治療の医薬品、投与法、投与量算出法を理解、施行できる（知・技）
４０．米国核医学会の内部被爆線量評価法（ＭＩＲＤ法）を理解、施行できる（知・技）
４１．核医学検査や治療時の吸収線量評価法を理解、施行できる（知・技）
４２．患者の状態に合わせた検査法を即座に考案、施行できる（知・技・態）
４３．日頃からＩＴ技術に興味を持ち、診療に活用することができる（知・態）
４４．核医学の特長を生かした研究を立案することができる（知・技・態）
４５．核医学の特長を生かした研究を遂行することができる（知・技・態）
４６．核医学の特長を生かした研究成果を学会で発表できる（知・技・態）
Ⅲ．方略
医療ヒューマン・リレーションズの学習をする：１〜３
指導を受けながら核医学の日常診療に参加する：１〜４２
指導を受けながら核医学関連の図書を読む：１〜４２
放射線機器メーカーが主催する勉強会に参加する：１５〜２２
カメラの定期点検に積極的に参加する：２３〜２４
ＩＴ関連の展示会に参加したり図書を読む：４３
日本放射線技術学会や日本核医学技術学会に入会する：４４〜４６
文献検索をする：４４〜４５
学術大会に参加する：４６
Ⅳ．評価
自己評価および指導者による評価を４段階で行う
